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［マイクロ波レーダによる海面観測］
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リモートセンシングによる海面観測

マイクロ波レーダを用いた海面観測システムを開発しています。レーダ
照射方向の複数観測点から後方散乱マイクロ波を計測し、後方散乱強
度及びドップラー速度から、潮位変動、海表面流れ、海面変動を求めま
す。波浪に関しては、主な波浪成分の波向、波周期、波高、位相の情
報を得ることが可能です。現在、平塚沖総合実験タワーにて実海域実
験を行っています。

Remote Sensing of Sea Surface by using Microwave Pulse Doppler Radar
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平塚沖総合実験タワーと

パルスドップラーレーダ

パルスドップラーレーダが計測した2009年台風18号通過時の平塚沖波浪 レーダが計測した2011年3月11日の津波

海面からのマイクロ波後方散乱シミュレーション
Time Domain Numerical Simulation of Microwave Backscattering from Sea Surface

海面からのマイクロ波後方散乱を数値的に求めるシミュレーションツールの開発にも取り組んでいます。

水槽実験の代替として、海面観測アルゴリズムの評価に活用しています。また、人工衛星から時間変動する
海面を観測するために、時間領域における合成開口レーダ画像シミュレーションも行っています。
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